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ハエとクモ、そしてヒトの祖先を知ろうラボのサマースクー
ル
「細胞の中をのぞいてみませんか？」
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私たちのラボでは、体の組織によって働いている遺伝子の組
み合わせが異なっていることを確かめる実験を行いました。
私たちの体も、昆虫の体も、いろいろな部品が組み合わされ
てできています。基本的には全ての細胞に同じゲノムが存在
しているのに、なぜ組織の違いが現れるのかというと、組織
ごとに働いている遺伝子の組み合わせが異なるからです。遺
伝子が働くときには、ゲノム上の遺伝子の情報が mRNA に読
み取られ、mRNAの情報をもとにタンパクが合成されます。
ゲノム DNA を抽出した場合にはどの組織からも同じものがと
れますが、RNAを抽出した場合には組織ごとに異なるものが
とれます。この原理を利用して、いろいろな組織からRNAを
抽出することで、組織間で働いている遺伝子の違いを比較す
ることができます。

ナミアゲハの幼虫は、ミカン科の植物のみを餌として利用し
ます。このため、雌成虫が正確に植物種を認識して、幼虫が
食べることができる植物に産卵しないと、卵から孵化した幼
虫が餓死してしまいます。では、どうやって正確に植物種を
識別するのかというと、その秘密は前脚にあります。昆虫の
脚の先端部に「ふ節」という部分があります。雌成虫の前脚
のふ節には、感覚毛と呼ばれる味を感じるための毛がありま
す。雌成虫は産卵の直前に前脚で葉の表面をたたき、ふ節の
感覚毛で味見をしてから産卵するのです。このことから、雌
成虫の前脚ふ節では、「味を感じる」という特徴を作り出す
遺伝子が働いていて、他の組織ではこの遺伝子は働いていな
いと考えられます。
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私たちのラボの参加者は４人の女性でした。組織間で働いて
いる遺伝子の違いを観察するため、ナミアゲハの触角・口
器・頭部・胸部の４カ所から、担当者を決めてRNAを抽出し
ました。どの組織を担当するかは早い者勝ちで希望を言って
もらった結果、偶然にも作業の難しい組織から順番に決定し
ました。液体窒素で組織を凍結し、乳鉢の中でさらさらの粉
末状に粉砕した後、薬品で処理してRNAを抽出しました。抽
出したRNAは逆転写反応でいったんDNAに変換し、PCR法で
遺伝子の増幅の有無を確認しました。肝心の前脚ふ節は組織
量が少ないため、たくさんのチョウから集める必要があるの
で、前もって用意したものを使いました。今回増幅を試みた
遺伝子は、味覚受容体遺伝子、嗅覚受容体遺伝子、生物時計
遺伝子の３種類です。初めて実験をする人には難しい作業か
とも思っていたのですが、結果は見事に味覚遺伝子は雌の前
脚ふ節でだけ働いていること、嗅覚遺伝子は主に触角で働い
ていること、そして生物時計遺伝子は体中のいろいろな場所
で働いているということが確認できました。参加者の皆さん
が熱心に説明を聞いて、一生懸命に作業をした賜物ですが、
ここまでうまくいったことに正直なところ驚いています。

報告会の準備も全て参加者の皆さんにお任せしたのですが、
随所にキラリと光るアイデアが見受けられました。来館者向
けの解説や学会発表等、研究内容について説明する機会が多
くありますので、今後の参考にしたいと思います。二日間と
いう短期間で、ここまで私たちの研究について理解していた
だけたことをとても嬉しく思っています。

小田広樹（研究員）
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16才・男性・高校２年生・岐阜県

　最初は「うわぁ、本で見る人がほんとにいるよ・・・」という
感じで緊張していたのですが、昼食の時に橋本先生＆小田先生＆
村田さんと話して「おもしろいなぁ。」と思っているうちに、緊
張というモノは消えていました。やはり研究をされている方が楽
しそうに研究の事を話してくださると、こちらもとても楽しくな
ります。
　私は「ハエとクモ、そしてヒトの祖先を知ろうラボ」に参加さ
せていただきました。内容としては、ショウジョウバエの幼虫か
ら唾液腺を取り出して、細胞や染色体を観察しました。最初はう
まく唾液腺だけを取り出そうとしても手先が震えてうまくできな
かったり、ピペッターのチップの先に組織が張り付いてしまった
りして、なかなか次のステップに行くことが出来なかったのです
が、小田先生はせかす事もなくアドバイスをしてくださったので
大変ありがたかったです。また、何か気になる事があるとすぐに「なぜ太った幼虫の方がいいん
ですか？」「固定ってなんですか？」と先生に聞いたのですが、わかりやすく説明していただけ
たので疑問を残さずにサマースクールを終えることが出来ました。それに、大学のことやクラゲ
の発光たんぱく質の話など、実験とは直接の関係はない話もする事が出来て、とても参考になり
ましたし、楽しかったです。最後は時間との戦いという感じでドキドキしましたが、なんとか発
表もまとまってよかったなと思います。発表が終わった後も、実験で使ったプレパラートや映像
データまでいただいて、本当にありがとうございました。
　サマースクール終了後、SICPセクターの方と食事（？）をしましたが、手の“水かき”の話と
か、すごく楽しかったです。

　２日目の昼食時にはそれぞれ好きな人のところに行って話すことが出来たのですが、中村先生
や宮田先生とお話することが出来てとても嬉しかったです。是非またお話する機会があったらな
と思います。
　岡田先生は本当に文章から感じられるイメージ通りの、話の面白い、その場の人たちを包み込
むような、かっこいい方でした。あまり話すことが出来なかったのが残念ですが、サインをいた
だくことが出来てとても嬉しかったです。
　こんなに楽しく過ごす事が出来たのは何故か？と考えた時、やはり中にいる人が楽しそうにし
ていたのが第一の要因ではないかと思います。よく考えてみるとすごい２日間だったよな・・・
と今になって思います。

＜最後に＞
　このサマースクールは私の人生にすごく影響を与えたのではないかなと思います。これからも何
度も行くことがあると思いますが、その時はよろしくお願いします。
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